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ボーイング 737 MAXシリーズの導入を決定 

 

 

 スカイマークは、現在運航中のボーイング737-800型機の後継機として、ボーイング737 MAX

シリーズを導入することを決定し、今般、ボーイング737-8型機6機のリース契約を締結しました。

これらの機材については、2025年度第1四半期より導入を開始し、現行機材を更新するととも

に、更なる成長に向けて保有機材数を拡大してまいります。 

 

さらに、ボーイング737-8型機及びボーイング737-10型機計6機（確定4機、オプション2機）の

発注についてボーイング社と基本合意しました。これらの機材は2026年度より順次導入する計

画で、今後、正式契約の締結に向けてボーイング社と協議を続けてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画像はイメージ 

 

ボーイング737-8型機及びボーイング737-10型機（※）は、同社のボーイング737 MAXシリー

ズの機材です。ボーイング737-8型機は、ボーイング737-800型機との比較で座席あたりの燃料

消費量及び二酸化炭素排出量を約15%軽減できることが見込まれる機材となります。また、ボ

ーイング737-10型機は、ボーイング737 MAXシリーズの中で最も胴体が長い機材で、座席数
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が増加することにより、ボーイング737-800型機との比較で座席あたりの燃料消費量及び二酸

化炭素排出量を約19%軽減できることが見込まれます。 

（※）ボーイング737-10型機は米国連邦航空局の型式証明取得に向けて現在開発が進められております。 

 

スカイマークは、今後とも安全で安心かつ高品質な航空サービスを、身近な価格で提供し

てまいります。 

 

【導入予定機材の概要（メーカーカタログ値）】 

 ボーイング 737-8型機 ボーイング 737-10型機 

全長 39.5m 43.8m 

全高 12.3m 

全幅 35.9m 

航続距離 6,570km 5,740km 

搭載エンジン CFM LEAP-1B Engines 

 

 

 

 

 

 

 

 

※画像はイメージ 

 

以上 

 


